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ーン地方中央部ではメヘルガル遺跡およびナウシャロー遺跡（Jarrige 1986, 1988, 1989, 1990）、同
地方北東部ではグムラー遺跡（Dani 1970-71）およびラフマーン・デーリ遺跡（Durrani 1988; 
Durrani et al. 1991; Ali 1994-95）、シンド地方ではコート・ディジー遺跡（Khan 1965）、パンジャー
ブ地方西部ではハラッパー遺跡（Meadow ed. 1991 など）、グジャラート地方ではその北部にお
けるローテーシュワル遺跡やナーグワダー遺跡（Hegde et al. 1988）を代表とする遺跡群、パン
図 3　前 4 千年紀後半の地域文化と地域間交流
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ジャーブ東部ではカーリーバンガン遺跡（Lal et al. 2003）およびバナーワリー遺跡（Bisht 1977, 
1982, 1999）などの調査が先文明期の代表的遺跡といえるだろう。
　M.R. Mughal は 1970 年代初頭にこうした先文明期の遺跡の研究を通して、インダス文明の母
体として初期ハラッパー文化の概念を提唱し、初期ハラッパー文化からインダス文明への連続










　その後、1990 年代から 2000 年代にかけて、パンジャーブ地方東部の中央を横断して流下す
るガッガル川流域での調査が進展し、先文明期の文化様相に新たな情報が加えられることと
なった。その代表としてクナール遺跡（Khatri and Acharya 1995）、ビッラーナー遺跡（Rao et al. 
2004, 2005, 2006）、バロール遺跡（Sant et al. 2005）、タルカーネワーラー・デーラー遺跡（Tripathi 
and Patnaik 2004）を挙げることができる。また、筆者が属するインダス・プロジェクトによる
























たことを述べたが、筆者自身による先文明期のギラーワル遺跡（Shinde et al. 2008a）と文明期の

















































































2700 年頃）の VII 期の居住域の一部が検出されている（Jarrige et al. 1995）。それによれば、大規
模な日干煉瓦積壁に近接して部屋が連接して配される居住空間パターンが存在していたことが





































って囲んだ例がある。バガーサラー遺跡（Sonawane et al. 2003）やバールー遺跡（Kesarwani 2001, 
2002）、さらにはインダス・プロジェクトで発掘調査を実施したカーンメール遺跡（Kharakwal 








































する層位から 2 点が出土している（図 11）。下層建物群から出土した 2 点はそれぞれ右向きの
















　下層の 2 点と上層の 2 点でその意匠的・技術的特徴は明確に異なっており、それが層位的に
分離して出土している状況は、時間的変化を示す可能性が高いといえるだろう。下層建物群、
上層建物群ともに出土する土器は、ハラッパー遺跡の時期区分との併行関係で示せば 3A 期を
中心とし一部 3B 期にかかると推定されるハラッパー式土器が出土している。これは G. Quivron


































































ル文化（Majumdar 1934; Mackey 1943; Mughal 1992）が、またパンジャーブ地方西部には H 墓地
文化（Vats 1940; Wheeler 1947）が、ガッガル平原にはバーラー文化（Sharma 1982）とミタータ
























タータル IIB 期式土器が知られている（図 14）。バーラー式土器はパンジャーブ州北部に所在
するバーラー遺跡を標式として設定された土器様式で、各種壺・鉢・高杯によって構成される。




小形鉢および広口鉢（図 14: 13-15）を特徴とする。高杯は短脚のものが多く（図 14: 19）、口縁
部が大きく垂下する器形（図 14: 18）も特徴的である。彩文土器を含み、壺では胴部上半に文

















　一方、ミタータル IIB 期式土器はハリヤーナー州に所在するミタータル遺跡 IIB 期出土土器
を標式とする（Suraj Bhan 1975）。各種壺・鉢・高杯というバーラー式土器に共通する器種構成
からなるが、器形の点ではバーラー式土器との共通点と差異の双方を示す。壺では広口短頸
壺（図 14: 29-31）を中心として長頸壺（図 14: 28, 32）がわずかに報告されているが、広口短頸
壺ではバーラー式土器にもみられる肥厚して短く外反する口縁に加えて、肥厚せずに斜め外方





14: 20, 21, 23）。一方、高杯では口縁部が大きく垂下する杯をもつ例があり、その外面に彩文を
施すなどバーラー式土器との共通性を示している。また、口頸部が短く外反して開く広口浅鉢
































　バーラー式土器およびミタータル IIB 期式土器と、西の H 墓地文化、東の赭色土器文化（Lal 
1954）との関係はどうだろうか。








　アメリカ隊によるハラッパー遺跡の調査成果によれば、文明期後期に相当する 3C 期と H 墓
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